
日本言語テスト学会(JLTA)第２２回研究例会プログラム 

研究例会テーマ：「大学英語教育における英語テストの役割」 

 

場所：慶應義塾大学 日吉キャンパス 来往舎大会議室 

日時：2005 年 12 月 10 日（土）（13:20 ～17:00） 

受付：(12:50 ～) 

開会：(13:20) 

 

研究発表 13:20～14:50 

司会：中村優治（慶應義塾大学） 

 研究発表 1  13:20 ～ 13:50 

   葉田野不二美（東京学芸大学大学院） 

「読解量と発表語彙力の関係」 

 

 研究発表 ２  13:50 ～ 14:20 

   森本由子（筑波大学大学院） 

「語彙テストにおける言い換え問題と空所補充問題の比較」 

 

 研究発表 ３  14:20 ～ 14:50 

   林 千代 （国際基督教大学） 

   Sheppard,Chris(大東文化大学)  

   "L2 Vocabulary Knowledge and Authentic Academic Text Comprehension" 

 

休憩  14:50 ～ 15:10  

 

シンポジューム  15:10 ～ 17:00 

テーマ：「大学英語教育における英語テストの役割」 

司会･提案 中村優治（慶應義塾大学） 

提案者：秋山朝康 （文教大学）  

堀口六壽 （東京国際大学） 

内容：研究例会テーマである「大学英語教育における英語テストの役割」を念頭におき、

司会者を含めた上記３名の提案者がそれぞれの大学の状況を踏まえて、とくにプレイスメ

ントテスト、英語カリキュラム、英語学力の３項目を取り混ぜながら、それぞれ 25 分程度

発表し、その後参加者を交えての討論形式で進める。 

 

懇親会 17:00 ～18:00（予定） 



 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

参加費：JLTA 会員無料、一般：１０００円 

問合せ：慶応義塾大学文学部  中村優治 

e-mail: nkyj@flet.keio.ac.jp 

 

キャンパスへのアクセス： 

http://www.keio.ac.jp/access/ac_hiyoshi.html 

 

交通: 東急東横線 日吉駅 駅前（目安として急行にて渋谷より 18 分、横浜 

より 14 分。特急は停まりません。） 

道順： 改札（一カ所のみ）を出て右のバス通りを渡ると日吉キャンパス。 

並木道を半ばまで進み、郵便ポストのところで左折すると右側に来往舎があります。 

大会議室は２階にあります。 


